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໘ࢴͷ݄ࠓ お部屋に直接お伺いする治療院はご存知ですか？
《病院や治療院に通うのが困難な方 》のための治療院です。
お身体にお悩みのある方は、お気軽にご相談ください。

※お医者様の同意書があれば「健康保険証」が使えます。
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●『体験治療』を受けて頂きながら、
　ご要望やご相談をお聞きしてい
　ます。まずは、 お電話にてお問
　い合わせください。
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お部屋に直接お伺いする治療院はご存知ですか？
《病院や治療院に通うのが困難な方》のための治療院です。
お身体にお悩みのある方、まずは、お電話でご相談ください。
●『体験治療』を受けて頂きながら、ご要望や
　ご相談をお聞きしています。
まずは、お電話にてお問い合わせください。

※お医者様の同意書があれば
　「健康保険証」が使えます。
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※一部配達できない地域がございますのでご了承下さい。
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→4/2
大塚浩司 絵画展

　新世紀会員の大塚さんがモチーフのジョン・
レノンの思いと、コロナ終息を祈って仏を描い
た作品展。8:00 ～ 19:00。休店は毎週日・月曜。

画廊喫茶モナミ

ೖ場ແྉ
0246-62-2327 

いわき市錦町上中田 36

→4/19

スポット展示
「幕領小名浜の代官たち」

　江戸時代の幕領小名浜を治めた代官たち。そ
の治績やエピソードを紹介する。9:00-17:00。

いわき市勿来関文学歴史館

Ұൠ ��0ԁ
0246-65-6166

いわき市勿来町関田長沢 6-1

→4/27
アートと癒しの世界
―美術品を暮らしの中に―

　日頃の感謝を込めたお客様感謝デー。お得な
作品展示いたします。コロナ安全対策中。10:30
～ 17:00 木曜休廊 4/28 ～ 5/8 は春季休廊 

アートスペース泉

ೖ場ແྉ
0246-56-9101

いわき市泉町 2-12-7

鹿島ショッピングセンター「エブリア」 いわき市鹿島町米田字日渡 5

　個処から表紙担当・金澤裕子さんが地元を描いた個展。コラムの
キャラクター・けすんも会場を彩る。10:00 ～ 20:00。4/20 は休業。

みちあふれるもの

- 金澤裕子 絵画展 -
ೖ場ແྉ
0246-46-0100 →6/5

陶芸村うえのはら いわき市好間町上好間字上野原86

　益子焼、笠間焼を中心に全国各地の陶芸産地の逸品を展示、販売。
アジアン衣料も同時販売中。火、水曜定休。

常設展示・販売
ೖ場ແྉ
0246-36-80013/28→

小野美術 いわき市平字中町２２-２

　独学で油絵を学び、独自の視点で写実絵画を追求している長船
さんの個展。単なる写実を越えた詩情を秘めた世界観を楽しめる。

長船善祐展
ೖ場ແྉ
0246-35-03833/31→4/11

画廊喫茶モナミ いわき市錦町上中田 36

　四季折々の風景の彩と、朝・夕の光を求めて、自分の「気づき」
を狙った写真展です。8:00 ～ 19:00。休店は毎週日・月曜。

大山　登 写真展 
ೖ場ແྉ
0246-62-23274/5→5/7

4/7→4/11
春だから～展（二人展）

　鈴木ゆかりさんの陶小物、大平小百合さんの
洋服を展示する。癒しと春の日差しを感じられ
る作品展。10:30 ～ 16:30（最終日 16:00）。

ギャラリー木もれび

ೖ場ແྉ
090-4633-9327　

いわき市好間町榊小屋字中平65-9

ギャラリーいわき いわき市泉ケ丘 2-12-1

　スペインに渡り 42 年。この度念願叶って一時帰国し、久し振り
の個展を開催する。11:00 ～ 19:00。水曜定休。

阿部幸洋 新作油彩画展
－スペイン在住42年－

ೖ場ແྉ
0246-56-02644/7→4/12

4/16→4/24
平櫛田中賞・円空賞受賞 安藤榮作木彫展

　第 28 回平櫛田中賞、第 10 回円空賞を受賞し
た彫刻家安藤榮作さんの彫刻展。11:00 ～ 19:00。
水曜定休。

ギャラリーいわき

ೖ場ແྉ
0246-56-0264 

いわき市泉ケ丘 2-12-1

4/21→4/25

― 心が和む ―
 多田早苗 水墨画展

　いわき市在住で日本水墨院常務理事の多田早
苗さんの個展。心が和み明るい希望を持てる作
品を展示する。10:30 ～ 16:30。（最終日 15:30）。

ギャラリー木もれび

ೖ場ແྉ
090-4633-9327　

いわき市好間町榊小屋字中平65-9

小野美術 いわき市平字中町２２-２

　絵本作家・アーティストとして、自然な透明感のある水彩画を中
心に絵本、新聞、壁画などの場で活躍する、しろまさんの作品展。

しろま せいゆう展
ೖ場ແྉ
0246-35-03834/21→5/3

4/23→6/12
松本竣介《街》と昭和モダン
―糖業協会と大川美術館のコレクションによる―

　糖業協会と大川美術館のコレクションから、
選りすぐりの優品で「昭和モダン」をテーマに
した展覧会。9:30 ～ 17:00。月曜休館（5/2 除く）

いわき市立美術館

 Ұൠ �00ԁ
0246-25-1111

いわき市平字堂根町 4-4

5/13→6/12
阿部眞士 作陶展

　白磁を中心に色絵・染付・ルリ釉・辰砂の作
品を制作している。福岡県美術協会理事、日本
民芸館展審査員。10:30 ～ 17:00 木曜休廊

アートスペース泉

ೖ場ແྉ
0246-56-9101

いわき市泉町 2-12-7
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歳
・四
倉
）

コ
ロ
ナ
禍
の
憂
い
を
散
ら
す
河
津
桜

国
会
は
民
の
心
を
空
洞
化

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

（
布
施
敏
家
・
72
歳
・
泉
）

ハ
ギ
レ
買
い
な
に
作
ろ
う
か
心
散
る

育
つ
孫
心
わ
く
わ
く
桜
待
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
（
チ
ョ
ビ
マ
マ
・
63
歳
・
小
川
）

嬉
し
い
ね
祝
い
袋
が
散
っ
て
い
く

「
入
学
、合
格
、就
職
祝
い
に
財
布
か
ら
万
札
が
動
く
」

入
学
を
心
ま
ち
し
て
祝
う
父
母

「
成
長
し
ま
し
た
ね
、
新
一
年
生
入
学
お
め
で
と
う
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
金
成
照
雄
・
82
歳
・
好
間
）

四
散
し
た
原
発
難
民
い
つ
帰
る

「
あ
の
時
爺
婆
で
い
わ
き
か
ら
四
十
日
避
難
し
ま
し
た
」

人
と
人
平
和
の
心
願
う
の
み

「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
戦
争
が
終
る
こ
と
を
願
い
ま
す
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
中
野
喜
久
・
88
歳
・
平
）

ひ
な
壇
は
タ
ペ
ス
ト
リ
ー
で
花
散
ら
し

行
っ
て
き
ま
す
顔
見
ぬ
ま
で
は
心
配
だ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
エ
ジ
リ
ー
ン
・
88
歳
・
平
）

花
が
散
る
咲
か
な
か
っ
た
か
又
来
年

「
今
は
こ
ん
な
電
文
な
い
ネ
。
ス
マ
ホ
だ
も
の
」

心
太
酢
の
物
嫌
い
も
こ
れ
は
好
き

「
今
は
一
年
中
、
買
え
る
気
が
付
き
ゃ
食
べ
て
る
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

（
小
林
武
・
80
歳
・
常
磐
）

老
い
二
人
足
取
り
軽
く
散
歩
す
る

「
健
康
維
持
の
た
め
、
散
歩
は
日
課
で
す
」

心
よ
り
平
和
を
祈
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ

「
平
和
を
脅
か
す
戦
争
、
心
が
痛
み
ま
す
。
早
く
停
戦

さ
れ
ま
す
よ
う
に
」
　
　  

（
木
田
ト
キ
・
82
歳
・
平
）

散
る
桜
春
を
謳
歌
の
河
津
か
な

「
早
春
を
充
分
謳
歌
し
て
散
っ
て
行
け
る
は
理
想
で
す
」

萬
人
の
心
は
そ
の
数
色
も
あ
り

「
人
皆
そ
れ
ぞ
れ
の
心
は
必
ず
し
も
同
じ
で
は
な
い
。

そ
れ
を
近
づ
け
る
こ
と
に
絆
も
和
も
生
ま
れ
る
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
日
和
田
剛
・
86
歳
・
四
倉
）

散
ら
か
す
子
片
付
け
る
母
父
知
ら
ぬ
顔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
プ
ー
マ
マ
・
72
歳
・
常
磐
）

散
る
紅
葉
押
花
ハ
ガ
キ
で
友
笑
顔

「
あ
ま
り
に
も
き
れ
い
だ
っ
た
の
で
思
わ
ず
押
花
に
し

て
み
ま
し
た
」

夫（
つ
ま
）の
地
に
心
ひ
か
れ
て
半
世
紀

「
終
の
住
処
を
い
わ
き
に
選
び
ま
し
た
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
す
ず
や
・
81
歳
・
内
郷
）

若
き
日
の
ア
ル
バ
ム
開
い
て
ほ
っ
こ
り
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
慶
子
・
73
歳
・
内
郷
）

い
わ
き
で
は
河
津
ざ
く
ら
が
さ
き
散
る

ま
ご
こ
ろ
で
今
は
手
紙
を
だ
す
だ
け
ネ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
鈴
木
節
子
・
81
歳
・
内
郷
）

数
多
し
テ
レ
ビ
の
中
に
散
る
涙

「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
人
々
の
苦
し
み
が
、
毎
日
報
道
さ
れ

哀
し
く
な
り
ま
す
」

心
配
だ
早
す
ぎ
な
い
か
解
除
策

「
ク
ラ
ス
タ
ー
が
あ
ち
こ
ち
に
発
生
し
、
ま
ん
防
解
除

は
ま
だ
早
い
と
思
い
ま
す
」

                                            

（
こ
ゆ
き
・
71
歳
・
平
）

散
水
で
ス
ケ
ー
ト
リ
ン
ク
時
間
か
け

「
リ
ン
ク
作
り
を
テ
レ
ビ
で
見
て
寒
い
中
で
長
時
間
散

水
し
て
の
作
業
感
心
し
ま
し
た
」

心
か
ら
平
和
を
祈
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ

「
得
体
の
し
れ
な
い
傲
慢
さ
ロ
シ
ア
国
民
も
納
得
し
て

い
な
い
の
で
は
な
い
か
」
（
小
林
康
浩
・
80
歳
・
平
）

学
舎
を
巣
立
ち
し
友
み
な
散
り
散
り
に

安
全
を
心
待
ち
す
る
波
の
数

　
　
　
　
　
　
　
　
　  

（
浜
岡
真
・
76
歳
・
小
名
浜
）

散
る
桜
ま
だ
ま
だ
私
は
散
り
ま
せ
ん

「
３
月
末
で
定
年
退
職
し
ま
す
が
こ
れ
か
ら
葉
桜
と
な

っ
て
楽
し
い
事
を
見
つ
け
ま
す
」

心
か
ら
愛
し
て
い
ま
す
諭
吉
さ
ん

「
英
世
さ
ん
も
も
ち
ろ
ん
好
き
だ
け
ど
や
っ
ぱ
り
諭
吉
さ

ん
に
は
か
な
い
ま
せ
ん
」    

（
エ
リ
ザ
ベ
ス
・
60
歳
・
常
磐
）

散
る
桜
花
満
身
に
浴
び
一
句
詠
む

心
に
も
無
き
言
の
葉
を
見
透
か
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　  

（
石
井
利
水
・
95
歳
・
勿
来
）

枯
葉
散
る
掃
き
そ
う
じ
の
く
り
返
し

春
う
ら
ら
心
踊
り
て
新
芽
見
る

「
庭
の
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の
芽
が
出
て
う
れ
し
い
限
り
で
す
」

　
　
　
　
　
　  

（
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｍ
Ｉ
・
68
歳
・
四
倉
）

フ
キ
ノ
ト
ウ
苦
み
香
り
を
口
に
散
る

コ
ロ
ナ
禍
で
心
配
り
に
感
謝
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
門
馬
ア
サ
子
・
70
歳
・
平
）

も
う
す
ぐ
ね
桜
咲
か
せ
よ
受
験
生

「
大
学
合
格
通
知
、
不
合
格
は
散
る
で
し
た
」

一
言
が
心
和
ま
せ
笑
顔
な
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

（
西
尾
秀
子
・
80
歳
・
平
）

ʲืɹूʳ編集室では、川柳を募集しています。お題は「叫ぶ」「美」。お気軽に編集室まで（本紙７面参照）。※氏名（またはペンネーム）、住所、年齢も添えてください。̐ ݄̔೔ʢඞணʣ。

今
月
の
お
題

「
散
る
」「
心
」



(3)

・子供の頃からキャンプが大好き!  先輩から教わ
　ったのが「来た時よりも美しく!」でした。これ
　はキャンプに限らず、どこに出かけても心掛け
　ていることです。　　　　 （男性・63歳・錦）
・ゴミの減量。　　　　　 （女性・67歳・常磐）
・二酸化炭素の排出を削減するため、車を使わず
　自転車で通勤しています。 （男性・55歳・錦）
・食材を無駄なく使い切る。ゴミの分別。
　　　　　　　　　　　　　 （女性・64歳・平）
・自動車のアイドリング時間短縮。
　　　　　　　　　　　　　 （男性・72歳・泉）
・川を汚さないよう毎日の生活排水に気を付けて
　いる。　　　　　　　　 （女性・70歳・常磐）
・エコバッグを持つこと。 （女性・65歳・四倉）

・ペット、缶類の分別リサイクル。
　　　　　　　　　　　　 （女性・70歳・常磐）
・身の回りからプラ他の使用を減らすこと。
　　　　　　　　　　　　　 （女性・70歳・平）
・ペットボトルをためてリサイクルボックスへ入
　れています。　　　　　 （女性・53歳・内郷）
・食事の後の食器は必ずティッシュで油を拭き取
　ってから洗うようにしています。
　　　　　　　　　　　　　 （女性・73歳・泉）
・電気の使い方、節水を心掛ける、ゴミの分別を
　しっかり行う。　　　　 （女性・70歳・好間）
・我が家の庭の雑草や落ち葉は、燃やすゴミとし
　て出さずに堆肥として自然に戻しています。
　                            （男性・67歳・自由ケ丘）

・果物、野菜くずを天日干しにして堆肥として使
　用。　　　　　　　　　 （女性・69歳・内郷）
・汚水を濃い状態で流さない。醤油の汚れなどな
　るべく薄めてから流す。    （女性・55歳・小名浜）
・散歩しながらゴミ拾い。 （女性・77歳・常磐）
・汚れた食器はペーパーで拭いてから洗う。寒い
　日は重ね着をして暖房の温度を下げる。
　　　　　　　　　　　　　 （女性・57歳・平）
・食物を大切に食べる。物を大事にする。　
　　　　　　　　　　　 （女性・58歳・桜ケ丘）
ʲςʔϚʳ
ɾ͋ͳ͕࣮ͨફ͍ͯ͠る
ɹڥ؀ʹ഑ྀͨ͠ߦಈ͸
ɹԿͰ͔͢ 

の読者声

シ
ニ
ア
世
代
の
た
め
の

　
　
役
立
つ
Ｓ
Ｎ
Ｓ
講
座ʕ

113

　
　
役
立
つ
Ｓ
Ｎ
Ｓ
講
座

　
　
役
立
つ
Ｓ
Ｎ
Ｓ
講
座

２
０
２
２
年
２
月
14

日
、イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム（
イ

ン
ス
タ
）
は
、
新
機
能
と

し
て
ス
ト
ー
リ
ー
ズ
に
い

い
ね
が
で
き
る
よ
う
に
し

た
と
発
表
し
ま
し
た
。

ス
ト
ー
リ
ー
ズ
と
は
、

24
時
間
で
投
稿
が
自
動
的

に
消
え
る
の
が
特
徴
の
縦

型
の
投
稿
形
式
で
す
。
写

真
や
動
画
に
文
字
を
入
れ

た
り
フ
ィ
ル
タ
ー
で
加
工

し
て
投
稿
で
き
、
ア
ク
シ

ョ
ン
ス
タ
ン
プ
を
活
用
す

る
と
、
閲
覧
者
に
ク
イ
ズ

や
ア
ン
ケ
ー
ト
の
回
答
を

促
す
こ
と
も
可
能
で
す
。

閲
覧
し
た
ア
カ
ウ
ン
ト
が

投
稿
者
に
表
示
さ
れ
る
足

跡
機
能
も
あ
り
ま
す
。

ス
ト
ー
リ
ー
ズ
に
い
い

ね
を
す
る
に
は
、
ス
ト
ー

リ
ー
ズ
投
稿
を
開
き
、
画

面
右
下
に
表
示
さ
れ
る
ハ

ー
ト
マ
ー
ク
を
タ
ッ
プ
し

ま
す
。
マ
ー
ク
を
再
タ
ッ

プ
す
る
と
、
い
い
ね
が
取

り
消
せ
ま
す
。

ス
ト
ー
リ
ー
ズ

の
投
稿
へ
は
、
も

と
も
と
８
種
類
あ

る
リ
ア
ク
シ
ョ
ン

ス
タ
ン
プ
で
反
応

が
送
れ
ま
す
が
、

ス
タ
ン
プ
を
送
る

と
相
手
に
通
知
が

届
き
、
ダ
イ
レ
ク

ト
メ
ッ
セ
ー
ジ

（
Ｄ
М
）
へ
履
歴
が
蓄
積

さ
れ
る
仕
様
で
し
た
。
今

回
の
い
い
ね
機
能
で
は
、

相
手
に
通
知
が
届
く
の
み

で
Ｄ
М
は
送
信
さ
れ
ず
、

自
分
が
い
い
ね
し
た
こ
と

は
対
象
の
ス
ト
ー
リ
ー
を

投
稿
し
た
人
に
し
か
わ
か

͍͍Ͷ͸ܰؾͳίϛϡχέʔγϣϯ
ʹΔ͖͔͚͕ͬܨຯΛ࣋ͬͨਓ͕ڵ

【
講

師
】
久
野

雅
己

ら
な
い
仕
様
に
な
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
足
跡
機
能

か
ら
誰
が
い
い
ね
し
た
か

確
認
で
き
ま
す
。

ス
ト
ー
リ
ー
ズ
へ
い
い

ね
が
で
き
な
い
場
合
、
考

え
ら
れ
る
原
因
は
２
つ
あ

り
ま
す
。
１
つ
目
は
自
分

の
イ
ン
ス
タ
に
機
能
が
未

実
装
で
あ
る
こ
と
。
実
装

時
期
は
不
明
な
の
で
、
実

装
ま
で
待
つ
こ
と
と
な
り

ま
す
。
２
つ
目
は
ス
マ
ホ

の
О
Ｓ
や
ア
プ
リ
の
バ
ー

ジ
ョ
ン
が
古
い
場
合
で

す
。
ま
ず
は
ア
プ
リ
の
バ

ー
ジ
ョ
ン
を
最
新
に
し
て

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

い
い
ね
を
す
る
こ
と

は
、
投
稿
者
と
閲
覧
者
の

気
軽
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
で
あ
り
、
興
味
を
持

っ
た
人
同
士
が
繋
が
る
き

っ
か
け
作
り
に
も
な
り
ま

す
。
ス
ト
ー
リ
ー
ズ
の
い

い
ね
機
能
、
ぜ
ひ
使
っ
て

み
て
く
だ
さ
い
。

世界の一杯

「
白
酒
」
と
か
い
て
パ
イ
チ
ュ
ウ
。

日
本
で
ひ
な
祭
り
に
飲
ま
れ
る
白
酒

（
し
ろ
ざ
け
）
と
は
全
く
別
物
の
パ
イ

チ
ュ
ウ
は
中
国
の
蒸
留
酒
で
、
世
界
三

大
蒸
留
酒
の
ひ
と
つ
で
も
あ
り
ま
す
。

色
は
無
色
透
明
。
そ
れ
が
「
白
酒
」
の

白
を
意
味
す
る
と
い
い
ま
す
。
原
料
は

コ
ー
リ
ャ
ン
、ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
、麦
な
ど

の
穀
物
類
。ア
ル
コ
ー
ル
度
数
は
高
く
、

50
度
以
上
の
も
の
が
主
流
で
し
た
が
、

現
在
は
度
数
を
下
げ
た
も
の
が
人
気
で

す
。
中
国
全
土
で
造
ら
れ
る
た
め
種
類

が
豊
富
。
特
に
、
貴
州
省
西
北
部
の
茅

台
で
造
ら
れ
る
茅
台
酒
（
マ
オ
タ
イ

チ
ュ
ウ
）
は
国
賓
を
も
て
な
す
際
の
乾

杯
で
使
わ
れ
る
高
級
酒
に
な
り
ま
す
。

数
年
前
に
、
中
国
土
産
の
パ
イ
チ
ュ

ウ
を
仲
間
と
飲
ん
だ
こ
と
が
あ
り
ま

す
。度
数
は
52
度
。エ
ス
テ
ル
由
来
の
華

や
か
な
パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
香
に
う
っ
と
り

し
て
、い
ざ
、そ
の
お
味
は
…
も
う
ね
、

派手な赤が映える本場のボトル。
リボンには「茅台酒」の文字が。

－ 60－

・危険な乾杯！

【プロフィル】 
緑川　明日香（み
どりかわ・あすか）
41歳。市内在住。
ＳＳＩ認定酒匠・
日本酒学講師。日
本ソムリエ協会認
定ソムリエ。

インスタグラムの新機能
ストーリーズ投稿にいいね

ＳＮＳとは…ソーシャル・ネットワーキング・サービスの略。共通の趣味
や考えを持っている人同士の出会いの場であったり、友達や家族と情報交
換したり、気軽に交流を楽しむことができるサービスです。

味
と
か
あ
り
ま
せ
ん
！

強
す
ぎ
て
舌

が
ビ
リ
ビ
リ
‼

味
が
わ
か
ら
な
ー
い
。

た
だ
、
パ
イ
ン
飴
の
よ
う
な
香
り
だ
け

は
今
も
強
く
記
憶
に
残
っ
て
い
ま
す
。

中
国
で
は
酒
席
の
乾
杯
で
、
小
グ
ラ

ス
で
パ
イ
チ
ュ
ウ
を
一
気
飲
み
し
、
飲

み
干
し
た
証
と
し
て
、
グ
ラ
ス
を
逆
さ

に
し
て
相
手
に
見
せ
る
の
だ
と
か
。
け

れ
ど
、
近
年
の
北
京
や
上
海
と
い
っ
た

大
都
市
で
は
、
パ
イ
チ
ュ
ウ
で
の
乾
杯

は
し
な
い
そ
う
で
す
。
た
し
か
に
危
険

す
ぎ
る
〜
。
そ
う
そ
う
、
パ
イ
チ
ュ
ウ

で
乾
杯
し
た
私
た
ち
が
、
そ
の
後
、
ど

う
な
っ
た
の
か
は
…
…
ご
想
像
に
お
ま

か
せ
い
た
し
ま
す
（
笑
）
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ͻ͞ͷɾ·͞Έ　株式会社ソーシャルスピーカー代表取締役。
東京でシステムエンジニアとして勤務後、2011 年にいわき市に
戻り、パソコンやインターネットのサポート業務、ホームページ
作成や Twitter、Facebook の専門家として起業。
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'BDFCPPL ͸ͪ͜ΒͰ͢‎IUUQT���XXX�GBDFCPPL�DPN�TPDJBMTQFBLFS
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‎

Ｑ
：
ペ
ッ
ト
は
死
後
も

ず
っ
と
飼
い
主
と
一
緒
に

暮
ら
す
の
で
し
ょ
う
か
。

  

Ａ
：
ど
ち
ら
と
も
一
概

に
は
言
え
ま
せ
ん
。
な
ぜ

な
ら
こ
れ
に
は
人
間
の
愛

が
関
わ
っ
て
い
る
か
ら
で

す
。
死
後
も
生
前
の
ま
ま

の
形
体
を
維
持
す
る
か
否

か
は
、
そ
の
ペ
ッ
ト
に
対

す
る
飼
い
主
の
愛
一
つ
に

関
わ
っ
て
い
る
の
で
す
。

も
し
も
ペ
ッ
ト
と
そ
の
飼

い
主
、
そ
の
両
者
が
時
を

同
じ
く
し
て
霊
界
に
来
た

場
合
、
そ
の
飼
い
主
の
所

で
暮
ら
し
ま
す
。
愛
の
あ

る
場
所
が
そ
の
す
み
か
と

な
る
わ
け
で
す
。
愛
が
両

者
を
強
く
結
び
つ
け
る
の

で
す
。
そ
の
場
合
は
、
す

み
か
が
あ
り
ま
す
か
ら
動

物
界
に
行
く
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
。
動
物
界
に
住
む

の
は
飼
い
主
よ
り
先
に
霊

の
世
界
に
来
た
ペ
ッ
ト
に

限
ら
れ
ま
す
。
誰
か
に
世

話
を
し
て
も
ら
わ
な
く
て

は
な
ら
な
い
か
ら
で
す
。

さ
も
な
い
と
心
を
温
め
て

く
れ
た
だ
け
で
な
く
、
一

時
的
に
せ
よ
〝
不
滅
性
〞

の
要
素
を
吹
き
込
ん
で
く

れ
た
〝
愛
〞
か
ら
切
り
離

さ
れ
て
、
ペ
ッ
ト
と
い
え

ど
も
心
を
取
り
乱
す
こ
と

が
あ
る
の
で
す
。
地
上
で

人
間
的
な
愛
と
理
性
と
判

断
力
と
情
愛
を
一
身
に
受

け
た
飼
い
主
よ
り
先
に
他

界
し
た
場
合
は
、
そ
の
主

人
が
来
る
ま
で
動
物
界
に

行
っ
て
そ
こ
で
面
倒
を
み

て
も
ら
い
ま
す
。

Ｑ
：
霊
界
で
ペ
ッ
ト
と

再
会
し
た
と
し
て
、
そ
の

一
緒
の
生
活
は
い
つ
ま
で

続
く
の
で
し
ょ
う
か
。
い

つ
ま
で
も
人
間
と
一
緒
で

す
か
。

  

Ａ
：
い
え
、
そ
の
点
は

人
間
と
違
い
ま
す
。
人
間

と
動
物
は
ど
こ
か
の
時
点

で
ど
う
し
て
も
別
れ
な
く

て
は
な
ら
な
く
な
り
ま

す
。
地
上
の
年
数
に
し
て

何
百
年
か
か
る
か
分
か
り

ま
せ
ん
が
、
動
物
の
進
化

と
人
間
の
進
化
と
で
は
そ

の
速
度
が
違
い
ま
す
。
よ

り
大
き
な
光
明
へ
向
け
て

絶
え
間
な
く
向
上
し
て
い

く
人
間
の
ペ
ー
ス
に
つ
い

て
い
け
な
く
な
る
時
が
来

ま
す
。
そ
う
や
っ
て
人
間

が
霊
的
に
向
上
す
れ
ば
す

る
ほ
ど
動
物
に
は
そ
の
ス

ピ
ー
ド
に
追
い
付
い
て
い

け
な
く
な
り
、
や
が
て
死

後
も
燃
え
続
け
た
愛
の
炎

も
次
第
に
小
さ
く
な
り
、

つ
い
に
動
物
は
動
物
界
に

所
属
す
る
種
の
類
魂
の
中

に
融
合
し
て
い
き
ま
す
。

で
す
か
ら
ヘ
ビ
と
か
ラ
イ

オ
ン
と
か
は
見
か
け
ま
せ

ん
。
人
間
の
住
む
界
に
来

る
よ
う
な
動
物
は
人
間
に

か
わ
い
が
ら
れ
た
も
の
と

思
え
ば
よ
い
の
で
す
。
つ

ま
り
ペ
ッ
ト
類
と
い
う
の

は
犬
、
猫
、
馬
、
ま
れ
に

羊
を
見
か
け
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
上
界
の
鳥
に
な

る
ほ
ど
、
ま
る
で
金
か
銀

で
で
き
て
い
る
み
た
い
に

ピ
カ
ピ
カ
光
っ
て
お
り
、

そ
の
色
合
い
の
美
し
さ
は

地
球
上
の
言
葉
で
は
表
現

で
き
な
い
ほ
ど
で
あ
り
ま

す
。

  

参
考
文
献
「
古
代
霊
は

語
る
」（
潮
文
社
）
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「
数
々
の
神
秘
体
験
と
心
霊
と
の
出
会
い
」

「
数
々
の
神
秘
体
験
と
心
霊
と
の
出
会
い
」

心
霊「数

々
の
神
秘
体
験
と
心
霊
と
の
出
会
い
」

「
数
々
の
神
秘
体
験
と
心
霊
と
の
出
会
い
」

（
ス
ピ
リ
チ
ュア
リ
ズ
ム
）

の
世
界
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ホ
ロ
ス
―
Ｋ
（
元
保
健
体
育
教
員
・
65
歳
・
常
磐
）

☆
面
白
い
母
親
や
家
族
の
ち
ょ
っ
と
い
い
話
を

通
し
て
〝
ラ
イ
フ
ス
キ
ル
（
心
の
能
力
）〞
を

描
く
ホ
ロ
ス
―
Ｋ
さ
ん
の
エ
ッ
セ
ー
を
連
載
し

ま
す
。

送
迎
の
お
礼
な
の
だ
ろ
う
？
支
払
い
を
済
ま
せ

た
母
が
黄
色
い
袋
を
私
に
寄
越
し
た
。「
あ
り
が
と

う
！
」
袋
を
受
け
取
っ
て
、
一
旦
は
バ
ッ
グ
に
入
れ

た
が
、
袋
の
透
明
な
部
分
か
ら
見
え
た
柔
ら
か
そ
う

な
飴
に
食
指
が
動
い
た
私
は
、
袋
の
封
を
切
っ
た
。

▼
薬
の
説
明
を
受
け
て
い
る
母
を
尻
目
に
、
飴
を
一

個
口
に
入
れ
た
と
き
、「
だ
ん
な
さ
ん
？
ア
タ
マ
が

よ
く
な
る
そ
れ
は
、
ど
こ
に
あ
る
ん
で
す
か
？
」
突

然
女
性
に
声
を
か
け
ら
れ
た
。
私
は
、
一
瞬
、
何
の

こ
と
か
わ
か
ら
ず
、
女
性
の
顔
を
見
返
し
た
。「
ア

タ
マ
が
よ
く
な
る
…
そ
れ
で
す
よ
！
」
女
性
が
私
の

持
っ
て
る
袋
を
指
さ
し
た
。「
あ
っ
！
こ
れ
ね
！
」

〈
頭

か
し
らの
飴あ
め
〉商
品
名
を
読
ん
だ
私
が
納
得
し
た
。「
こ

れ
な
め
る
と
、
ア
タ
マ
よ
く
な
る
ん
で
し
ょ
う
ね

⁉
」
女
性
が
続
け
た
。「
最
近
、
物
忘
れ
が
多
い
も

ん
で
…
」「
そ
う
か
も
！
大
豆
・
ゴ
マ
を
使
っ
て
ま

す
か
ら
…
」
棚
か
ら
袋
を
取
っ
て
女
性
に
渡
し
な
が

ら
私
が
続
け
た
。「
し
か
し
、
こ
う
い
う
の
に
興
味
・

関
心
を
示
し
て
、
す
ぐ
に
き
け
る
っ
て
、
す
で
に
ア

タ
マ
が
い
い
っ
て
こ
と
で
す
よ
…
ア
タ
マ
が
よ
く
な

る
と
は
、
ど
こ
に
も
書
い
て
な
い
で
す
が
…
」「『
特

に
受
験
生
や
働
き
盛
り
の
方
は
…
』
っ
て
書
い
て
あ

り
ま
す
よ
！
コ
レ
で
す
ね
！
」
裏
返
し
た
袋
の
文

も
ん
ご
ん言

を
指
さ
し
な
が
ら
女
性
が
言
っ
た
。「
あ
た
し
も
コ

レ
買
お
う
か
し
ら
！
」（
そ
れ
ぐ
ら
い
の
読
解
力
が

あ
る
ん
だ
か
ら
、
そ
れ
な
め
た
ら
、
ま
す
ま
す
ア
タ

マ
よ
く
な
る
だ
ろ
う
な
！
）
と
会
計
の
カ
ウ
ン
タ
ー

に
向
か
っ
た
母
に
寄
り
添
い
な
が
ら
私
は
思
っ
た
。

▼
そ
れ
に
し
て
も
、
後
悔
し
た
の
は
、
女
性
に
飴
の

一
個
も
あ
げ
な
か
っ
た
こ
と
。
母
の
よ
う
に
ざ
っ
く

ば
ら
ん
に
シ
ェ
ア
し
た
い
も
の
だ
…
〈
頭
の
飴
〉
に

は
コ
コ
ロ
を
よ
く
す
る
は
た
ら
き
も
あ
る
よ
う
だ
。

薬
局
に
て

こ
の
だ
だ
っ
ぴ
ろ
い

　
　
　
い
わ
き
の
片
隅
で

〜
い
わ
き
の
ひ
と
〜

-32-

水曜日休診

水曜日以外

お休みナシです♪

午前９：00～12：00
午後４：00～ 8：00
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↓小名浜

鹿
島
街
道

↑
平

マンママリィ

セブン
イレブン

ファミリー
マート

ペットは大切な家族の一員♪

・吠え声が他人の迷惑にならないよう
　に注意しましょう。
・ふん尿の始末は必ず行いましょう。
・屋外に犬を連れて行くときは、必ず
リードをつけましょう。

■犬の飼い主が守るべきこと■ ■猫の飼い主が
　　　 守るべきこと■
・室内で飼いましょう。
・首輪や迷子札、マイクロ
　チップをつけましょう。
・不妊・去勢手術をして飼
　いましょう。

＜平常時…災害への備え＞
　・住まいの防災対策
　・ペットのしつけと健康管理
　・ペットが迷子にならないための対策
　・ペット用の避難用品や備蓄品の確保
　・避難所や避難ルートの確認等の準備
＜災害時…速やかな同行避難＞
　・人とペットの安全確保
　・ペットとの同行避難
　・避難所・仮設住宅における
　　ペットの飼育マナーの順
　　守と健康管理

飼い主には、命を守る責任と
社会に対する責任があります

　飼い主は、動物が健康で快適に暮らせるようにするとともに、社会や
近隣に迷惑を及ぼさないようにする責任があります。人と動物が生きて
いける社会の実現には、飼い主のモラルとマナーが必要です。

◆守ってほしい５カ条◆
①動物の習性を正しく理解し、最後まで責任を持って飼いましょう。
②人に危害を加えたり、近隣に迷惑をかけることのないようにしましょう。
③むやみに繁殖させないようにしましょう。
④動物による感染症の知識を持ちましょう。
⑤盗難や迷子を防ぐため、所有者を明らかにしましょう。

災害時のペットとの避難は？

　　飼い主が行うべき対策の例

　ペットの避難については日ごろから考え
ておく必要があります。環境省のガイドラ
インでは、災害が起こったときに飼い主は
ペットと同行避難することを基本とし、平
常時から備えるほか、他の避難者に迷惑に
ならないよう努めるよう求めています。

いわ͖ϖοτྶԂ

ᶼ ������������
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皆様の愛するペットの旅立ちをプロデュース皆様の愛するペットの旅立ちをプロデュース

いわき市ฏࣈਖ਼಺町 ��ɹ5&-�������
ペットメモリアル・たいら

ペット供養
Ұ೚Ր૴ʗݸผཱ会Ր૴
ಛผՐ૴ʢૐཿʹΑΔڙޚཆʣ
˙ి࿩ड෇����ʙ�����
˙ఆٳ೔
ɹʢୈ̍ୈ݄̏ ɾ༵�݄�೔ʙ�೔ʣ
˙ࣗ୐͔ΒͷૹܴもঝΓ·͢
˙ೲࠎಊɾ߹ಉุも͋Γ·͢

஍Ҭ۶ࢦͷ෼ৡุ஍
ʢશ�
���۠ըʣ
ਃ͠ࠐΈड෇த

四季折々の美しさと大空のなかで癒される四季折々の美しさと大空のなかで癒される

いわき市ฏ੺Ҫࣈ畑ࢠ୔������� 5&-�������

Ϩンλϧุܕ஍ʢุੴؚΉʣ༗Γߴ଎ಓ࿏いわきதԝインλʔ
ΑΓԼं̑෼

みなさんの

ペットが

大集合!!

　ペットは、私たちを和ませ、孤独を癒し、生活を豊かにしてくれる存在です。ペットは私たちの健全な心を育てるとも言わ
れ、多くの人がペットとの生活を楽しみ、家族として大切にしています。しかし、飼育放棄や虐待、災害時の避難行動などの
問題も起こっており、人とペットが共生できる社会の実現を目指した意識形成が求められています。

ポン太
12 歳・オス・トイプードル
夏は５時、冬は６時、毎朝お母さんと
一緒に鐘をついているお寺のアイドル
犬です
お母さん・いわき市四倉町

アニー、エリー、ビリー、エドワード メダカ
赤いメダカのアニーはいつも水槽の端から端までせわし
なく泳ぎ、その他のメダカはゆっくり優雅に泳いでいて、
日々私達を癒してくれます。
ネモフィラ・70歳・いわき市内郷

ねこちゃん
１１歳・♀・雑種
甘え上手で、ママの腕まくらで寝ます。
ＢＡＮＡＮＡ・５７歳

フェル
１０歳・男の子・パピプー
(パピヨンとトイプードルの混血)
彼にとっては器も餌のうち、食事の後、
取られまいとして銜えて離しません。
私と取り合いになって強く噛んで器には
歯型が付いています。
頭の中は食べることしかないのでは、と
思えるくらい食への執着が強いです。
でもかわいいです。
ノア・６８歳・いわき市平

こ
こ

２
歳
・
オ
ス
・
雑
種

僕
、
よ
く
「
い
い
猫
だ
ね
〜
」
と
言
わ
れ
ま
す
が
、

本
当
は
人
見
知
り
の
「
あ
ば
れ
る
君
」
な
ん
で
す
。

ニ
ャ
ン
コ
先
生
・
52
歳
・
い
わ
き
市
小
名
浜

あ
ん
ず

３
歳
・
♀
・
ミ
ッ
ク
ス

パ
ン
の
配
達
に
行
っ
て
き
ま
す

配
達
ネ
コ
・
48
歳
・
相
馬
市

まりも
３歳・♀・ヨツユビハリネズミ
ちくちくだけどお腹はふわふわ！
可愛いです！
そんちゃん先生・大阪府大東市

レオ
１歳・男の子・イタリアングレーハ
ウンド（イタグレ）
「ここがレオの特等席～！」
※お腹の上で寝転んだりするのが大
　好きです！
ユースケ・３８歳・いわき市内郷

ぱ
る
ふ
ぇ
（
通
称
：
ぱ
る
た
ん
）

２
歳
・
た
ぶ
ん
男
の
子
・
ヤ
マ
ブ
キ
ボ
タ
ン
イ
ン
コ

タ
ン
ス
の
上
か
ら
飼
い
主
の
頭
を
狙
っ
て
観
覧
車
の

お
も
ち
ゃ
や
輪
投
げ
や
ガ
ラ
ス
の
器
を
ど
ご
ー
ん
！

と
ぶ
つ
け
る
の
が
好
き
で
す
。

の
ん
・
宮
城
県
宮
城
郡

ɹݸॲ͔Β̍̓̏߸（̎̌̎̍೥݄̒ʣ͔Β
ըՈɾΠϥεトϨʔタʔۚᖒ༟͞ࢠΜ͕දࢴ
Λ୲౰͍ͯ͠·͢ɻ
ɹۚᖒ͞Μ͸͍Θ͖ࢢ໪དྷொग़਎Ͱɺஜ೾େ
ܳज़ઐ໳ֶ܈Λଔޙۀɺ෯͘޿૑׆࡞ಈʹऔ
Γ૊ΜͰ͓Γɺ͍Θ͖ࢢ΍౎಺ͳͲͰݸలΛ
։͍ͯ͠࠵·͢ɻಛʹۭͱ̎ӋͷௗΛϞνʔ
ϑͱ͠ɺฏ࿨΁ͷ͍ئͱѪͱ৘೤ΛࠐΊͨ࡞
඼͸ɺଟ͘ͷਓͷײڞΛಘ͍ͯ·͢ɻ
ɹͥͻදࢴ΍ɺ͚͢ΜͷΠンタϏϡʔ΁ͷײ
૝ͳͲΛ͓͍ͩͤ͘͞دɻ

˟̓̌̕ʵ̔̌̎ ɹ̒ɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹ
͍Θ͖ࢢฏࣈখଠ࿠ொ̎ʵ̓�͍Θ͖Ϗϧ̍֊

͍Θ͖ຽใࣾʮݸॲかΒʯฤूࣨ
ϝʔϧ͸ BEW!JXBLJ�NJOQP�DP�KQ まͰ
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デイサービスセンター
ショートステイ
居宅介護支援事業所
むつみ保育所

ಛผཆޢ࿝ਓϗʔϜ
͍Θ͖͞૳

ࣾձ෱ࢱ๏ਓ    ͍Θ͖ްੜձ
やさしい心　あたたかい手　あふれる笑顔

いわき市常磐上湯長谷町上ノ台88-1  TEL（0246）44-5660FAX（0246）44-1307

医療法人社団 秀 友 会
ઃೖॴ��������˔௨ॴϦϋϏϦςʔγϣンࢪ˔
˔γϣʔトεςΠ�˔๚໰ϦϋϏϦςʔγϣン

౳ͷαʔϏεΛঝっておΓます
看・介護職員
募集中

介護老人保健施設

☎0246-43-6116 FAX43-6118
〒972-8326 いわき市常磐藤原町大畑13-1 サンライフゆもと 検索

コンタクト相談室（永井眼科医院隣)
ொ2-7 TEL.0246-22-3691ࢠ਍Λ͓๨Εͳ͘  いわき市ฏ字ಐݕՊઐ໳ҩͷ؟

໦ɾ೔༵ɾॕ೔͸ఆٳ೔Ͱ͢ɻɹɾ෼ׂ෷い0,

★２Ｗオアシス　かわきにつよいUVカット
★バイオトゥルーワンデイ  夕方までうるおいキープ
★エアオプティクスＥＸ  うるおいキープ１か月タイプ
★アイコフレ  ４色そろったサークルレンズ
★メニコンプレミオ　高酸素透過性レンズ

44-5367（マルト浅貝店そば)

おしゃれ
な洋服た

ちと

　やさし
いうつわ

が

　　待っ
てます。

「まごころ教習」であなたの入校お待ちしています！
いわき市小名浜字富岡向147

Tel.0246-54-5210 Fax.0246-92-4183
http://www.onahama-drivers.co.jp/小名浜自動車学校

個処͔Βみなさん、　　　  に、載ってみませんか？
　編集室では、読者のみなさまから川柳や写真、エッセーなどを募り、ともに紙面を作っていければと考えております。みなさまの趣味や思いなどが紙面に載ることで、
他の読者のみなさまが共感したり何かを始めるきっかけになったり…そんな『個処から』を目指していきたいと考えております。

1．川柳…今回のお題は、「叫ぶ」「美」。
2．『私の宝物』シリーズ …子どもの頃から
　　大事にしている物、ペットや孫、子どもた
　　ち、奥さん、旦那さん、庭、作品など、み
　　なさんの宝物を、その画像と説明文（100
　　字程度）を添えて、ぜひご紹介ください。

3．エッセー…日頃、何気なく感じたことや、
　　ぜひ伝えたいことなど。

・掲載の可否は当編集室にて判断します。
・頂いた情報は当フリーペーパー『個処から』で
　のみ使用します。
・ペンネームを希望する人は、ペンネームも添
　えてください。
・場合によっては、当編集室より取材のご連絡
　をさせていただくこともあります。
☆寄稿は、郵送かメール、持参で受け付けてお
　ります。ぜひ、お寄せください。

お問い合わせは、
　　　　個処から編集室まで。

☎0246（23）1666
E-MAIL adv@iwaki-minpo.co.jp

　いわき市平字小太郎町２-７
　　　　　　　　　 （いわきビル１階）
　　いわき民報社「個処から」編集室

こ 　　  ここ 　　  こ

絵手紙
　スケッチ私 円空仏

弁べ
ん
ざ
い
て
ん
り
ゅ
う
ぞ
う

財
天
立
像

い
が
っ
た
ぁ
逢
え
た
逢
え
た
よ

平子正子さん（小名浜在住）
絵手紙ティーワン

　― ８ ―

と

墨と水の世界墨と水の世界
いわき真墨会　会長　園部榮一（植田町在住）

　数年前、友人に後押しされて、平の「ラトブ」で水墨画

の個展を開いた。未熟な絵で肩身が狭かったが、当時傘寿

を迎えた中学校の恩師が私の同級生と一緒に足を運んでく

れて、会場が俄
にわ

か同窓会になった。

　新聞を見てきたという後輩は、実に半世紀ぶり。中でも

津波で被災された方、原発事故で避難された方など、多く

の方から切実なお話を伺うことが出来て、殊
こと

の外
ほか

うれし

かった。わざわざ足を運んでくれた皆様に感謝・感激。

佰
拾
一
個
展
は
出
会
い
の
場

迎
客
の
花
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占い師・ミエル 070（6629）8830
http://www.mielstar.jp/

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

目
に
見
え
る
結
果
も
大
切
で
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が
、
長
期
的
に
は
物
事
に
ど
れ

だ
け
真
剣
に
打
ち
込
ん
だ
か
が
人
生
の
明
暗
を
分
け
る
鍵
に
な
り
ま

す
。
そ
れ
は
、
後
者
の
方
が
人
間
力
が
身
に
付
く
か
ら
で
す
。

◇
幸
運
の
鍵
：
大
切
な
人
に
桜
餅
を
贈
る

１
月
生
【

　
　
　
　】

事

代

主

神

（
こ
と
し
ろ
ぬ
し
の
か
み
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
実
り
が
も
た
ら
さ
れ
た
ら
、
無

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
駄
に
使
っ
た
り
、
期
待
よ
り
少

な
い
と
が
っ
か
り
し
た
り
せ
ず
、
大
切
に
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
豊

か
さ
の
神
々
は
、
感
謝
し
て
大
切
に
し
て
く
れ
る
人
を
喜
ぶ
の
で
す
。

◇
幸
運
の
鍵
：
ナ
ッ
ツ
類
を
食
べ
る

２
月
生
【

　
　
　
　】

豊

受

大

神

（
と
よ
う
け
の
お
お
か
み
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
取
り
組
ん
で
き
た
物
事
や
技
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ど
が
熟
成
を
み
せ
る
運
気
で
す
。

こ
れ
ま
で
悪
戦
苦
闘
し
て
き
た
事
も
す
い
す
い
と
進
み
そ
う
。
新
た

な
事
も
想
定
外
に
順
調
な
気
配
。
心
配
せ
ず
に
進
み
ま
し
ょ
う
。

◇
幸
運
の
鍵
：
感
情
が
落
ち
着
く
ま
で
待
つ

３
月
生
【

　
　
　
　】

伊
耶
那
美
命

（
い
ざ
な
み
の
み
こ
と
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
心
配
し
た
り
や
恐
怖
心
に
と
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
わ
れ
た
り
す
る
と
成
功
は
遠
の

き
そ
う
で
す
。
腹
を
く
く
る
、
そ
し
て
、
全
力
を
尽
く
し
て
結
果
は

天
命
に
委
ね
る
。
何
を
す
る
に
も
、
そ
れ
を
心
に
留
め
て
進
ん
で
く

だ
さ
い
。◇
開
運
の
鍵
：
長
期
戦
で
考
え
る

４
月
生
【

　
　
　
　】

天
之
手
力
男
神

（
あ
め
の
た
ぢ
か
ら
お
の
か
み
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
魂
が
本
当
に
求
め
る
生
き
方
を
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
し
も
頭
の
片
隅
で
「
こ
ん
な

こ
と
は
い
け
な
い
」
と
思
っ
て
い
る
な
ら
、
そ
れ
は
魂
が
求
め
る
生

き
方
で
は
な
い
の
で
す
。
時
々
立
ち
止
ま
り
本
当
の
心
の
声
を
聞
き

ま
し
ょ
う
。◇
開
運
の
鍵
：
読
書
を
す
る

５
月
生
【

　
　
　
　】

不

動

明

王

（
ふ
ど
う
み
ょ
う
お
う
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
た
な
は
じ
ま
り
に
向
け
て
準

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
備
を
し
ま
し
ょ
う
。
心
の
準
備

も
、
物
の
準
備
も
。
今
は
や
る
気
が
出
な
く
て
も
、
動
き
出
せ
ば
ス

イ
ッ
チ
は
入
り
ま
す
。
無
理
の
な
い
小
さ
い
所
か
ら
は
じ
め
て
み
ま

し
ょ
う
。◇
開
運
の
鍵
：
や
る
事
を
手
帳
に
書
く

６
月
生
【

　
　
　
　】

邇
芸
速
日
命

（
に
ぎ
は
や
ひ
の
み
こ
と
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
れ
ま
で
よ
り
一
段
高
い
ス
テ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
ジ
に
到
達
す
る
運
気
。
過
去

の
成
功
は
自
信
と
し
、
失
敗
は
学
び
に
し
て
。
す
る
と
、
こ
れ
か
ら

の
１
年
で
実
力
は
成
熟
し
、
毎
日
の
仕
事
・
勉
強
・
部
活
な
ど
が
充

実
し
ま
す
。◇
開
運
の
鍵
：
朝
日
を
浴
び
る

７
月
生
【

　
　
　
　】

天
照
大
御
神

（
あ
ま
て
ら
す
お
お
み
か
み
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
年
度
の
は
じ
ま
り
に
あ
た
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
様
々
な
情
報
が
入
り
乱
れ
ま
す
。

混
乱
す
る
原
因
は
噂
を
信
じ
て
し
ま
う
事
。
公
式
の
情
報
で
は
な
い

の
な
ら
、
落
ち
着
い
て
こ
と
の
経
緯
を
見
守
り
ま
し
ょ
う
。

◇
開
運
の
鍵
：
期
間
限
定
の
商
品
を
チ
ェ
ッ
ク

８
月
生
【

　
　
　
　】

少

彦

名

命

（
す
く
な
ひ
こ
な
の
み
こ
と
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
な
た
ら
し
く
生
き
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
誰
か
の
目
を
気
に
し
て
み
た
り
、

自
分
さ
え
我
慢
す
れ
ば
い
い
と
あ
き
ら
め
た
り
し
な
い
で
。
あ
な
た

ら
し
い
あ
な
た
を
好
き
に
な
っ
て
く
れ
る
人
が
あ
ら
わ
れ
ま
す
。

◇
開
運
の
鍵
：
着
た
い
服
を
着
る

９
月
生
【

　
　
　
　】

天

鈿

女

命

（
あ
め
の
う
ず
め
の
み
こ
と
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
夢
を
語
る
と
「
そ
ん
な
の
無
理

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
だ
よ
」
と
言
う
人
が
必
ず
出
て

き
ま
す
。
で
す
が
、
あ
な
た
が
本
気
な
ら
行
動
し
ま
し
ょ
う
。
最
初

は
一
人
で
も
、
し
ば
ら
く
す
る
と
応
援
し
て
く
れ
る
人
が
あ
ら
わ
れ

ま
す
。◇
開
運
の
鍵
：
オ
ン
ラ
イ
ン
で
学
ぶ

10
月
生【

　
　
　
　】

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
き
な
花
が
咲
く
運
気
。
こ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
で
の
数
々
の
努
力
が
、
や
っ

と
日
の
目
を
見
る
で
し
ょ
う
。
も
う
隠
れ
て
こ
そ
こ
そ
す
る
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
。
明
る
い
太
陽
の
下
、
颯
爽
と
進
ん
で
い
っ
て
。

◇
開
運
の
鍵
：
柑
橘
系
の
フ
ル
ー
ツ
を
食
べ
る

11
月
生【

　
　
　
　】

木
花
咲
耶
姫

（
こ
の
は
な
さ
く
や
ひ
め
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
喜
び
も
悲
し
み
も
人
生
の
学
び

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で
す
。
も
し
も
辛
い
こ
と
が
起

き
て
も
、
そ
れ
に
よ
り
苦
し
む
人
の
気
持
ち
が
分
か
り
、
よ
り
深
い

人
間
と
な
る
の
で
す
。
運
命
を
恨
ま
ず
、
運
命
か
ら
学
び
ま
し
ょ
う
。

◇
幸
運
の
鍵
：
親
し
い
人
と
リ
ラ
ッ
ク
ス
す
る

12
月
生【

　
　
　
　】

大

国

主

神

（
お
お
く
に
ぬ
し
の
か
み
）

2022೥ɹ݄̐

神

功

皇

后

（
じ
ん
ぐ
う
こ
う
ご
う
）
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̋ いわ͖ຽ報ࣾ　�0��Cいわ͖ຽ報ࣾ  個処から編集室

�݄̐のいΘきࢢ಺֗಄݂ݙ༧ఆ �

１ 日   9:30～17:00
　　　イオンいわき店

６ 日   9:00～11:00
　　　いわき市保健所
　　 13:00～16:30
　　   県いわき合同庁舎

10日 11:30～16:30
　　　マルト草野店

11日   9:00～11:30
　　   いわき中央警察署

13日 10:00～11:30
　　 13:00～16:30
　　　いわき市役所

17日 9:30～11:30
　　 13:00～16:30
　　　イオンいわき店

24日 11:30～16:30
　　　マルト岡小名店

໰͍߹Θͤɹ෱ౡݝ੺े݂ࣈӷηンタʔ͍Θ͖ग़ுॴɹ����（��ʣ����

※いわき血液センターの献血受付
 【400㍉㍑献血基準】

男性17～69歳、女性18～69歳でともに体重50㌔以上
　毎週火、木、土曜日（祝祭日含む）
　時間は9:00～11:30、12:45～16:30（全血献血は17:00まで）

広告を載せて
みませんか？

5&-ɽ��������������'"9ɽ������������
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読者と
つくる情報紙

こ 　　  ここ 　　  こ

個処͔Β

多
〜
不
全
。

８
「
傷
口
に
〜
」
は
災

難
後
さ
ら
に
災
難
が
起
こ

る
例
え
。

10

朝
、
こ
れ
を
浴
び
る

こ
と
が
体
内
時
計
の
調
整

に
有
効
。

11

鼻
の
中
の
粘
膜
が
炎

症
を
起
こ
す
こ
と
が
原
因

の
疾
患
。

13

病
気
は
〜
発
見
す
る

こ
と
が
何
よ
り
も
大
切
で

す
ね
。

15

サ
ナ
ダ
ム
シ
や
エ
キ

ノ
コ
ッ
ク
ス
は
〜
虫
の
一

種
。

17

オ
ラ
ン
ダ
語
で
料
理

人
の
こ
と
。

19

鶴
と
共
に
長
生
き
の

シ
ン
ボ
ル
と
さ
れ
る
動
物

は
？

20

〜
踏
ま
ず
は
足
の
裏

の
く
ぼ
ん
だ
部
分
で
す
。

●
ヨ
コ
の
カ
ギ

１

こ
の
鳥
の
ふ
ん
は
洗

顔
料
と
し
て
使
わ
れ
ま
し

た
。

清
浄
効
果
を
持
つ
と
さ
れ

ま
す
。

３

医
師
が
患
者
の
体
内

の
音
を
聞
く
際
に
用
い
る

器
具
。

４

豆
腐
の
凝
固
剤
と
し

て
使
い
ま
す
。

５

疫
病
を
追
い
払
う
と

さ
れ
る
、
端
午
の
節
句
に

飾
る
神
様
。

７

沈
黙
の
〜
、〜
移
植
、

５

ジ
ン
ゲ
オ
ー
ル
に
消

炎
や
発
汗
作
用
が
あ
る
と

い
う
食
材
。

６

ア
ル
コ
ー
ル
〜
の
人

は
お
酒
に
頼
っ
て
し
ま
い

ま
す
。

９

医
師
が
患
者
の
家
に

行
っ
て
様
子
を
う
か
が
い

ま
す
。

10

ア
ク
ネ
菌
の
増
殖
が

一
因
。
青
春
の
シ
ン
ボ
ル

と
も
。

12

雄
弁

は
銀
、
沈

黙
は
？
。

14

形
の

な
い
流
動

す

る

物

体
。
〜
状

化
、胃
〜
。

16

多
量

の
二
酸
化

炭
素
排
出

は
地
球
の

〜
変
動
に

影
響
。

18

力
士

の
股
割
り
は
こ
の
部
位
を

柔
ら
か
く
す
る
体
操
で

す
。

21

満
ち
欠
け
が
出
産
と

関
係
す
る
と
い
わ
れ
る
天

体
は
？

22

種
の
中
に
天
神
様
が

住
ん
で
い
る
と
い
わ
れ
ま

す
。

23

乾
燥
し
た
実
が
「
無

花
果
」
と
い
う
生
薬
に
な

る
果
物
。

マ
ス
目
を
文
字
で
埋
め

て
、
ク
ロ
ス
を
完
成
さ
せ

た
ら
Ａ
〜
Ｆ
を
つ
な
げ
て

答
え
を
出
し
て
く
だ
さ

い
。

【
ヒ
ン
ト
・
体
内
撮
影
時

に
使
う
電
磁
波
で
す
】

●
タ
テ
の
カ
ギ

１

風
邪
の
予
防
に
喉
を

ガ
ラ
ガ
ラ
。

２

マ
イ
ナ
ス
〜
は
空
気

〈
前
回
の
答
え
〉

π
Ϡ

Ω
Ϥ
Ϋ

ϋ
π
τ
΢
γ
ϯ

Φ Ω

ε

Ϡ

ϥ
υ
ϯ

Ω
ϯ

θ
ϯ
τ
΢
Ϥ
΢

υ

λ
ϯ ν

Ϋ
αΫ
Ϋ

Ψ
π
ϖ
Π

Ϥ
Ϙ
΢

ϓ
ϩϑ

η
α

΢

ϯ

Χ
ϯ

γ
Ϣ
ϥ
ϯ
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え
答

B

E

D

14

 A

F

C

今
月
の
ク
イ
ズ
は
ク
ロ

ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
で
す
。

  

そ
し
て
、
正
解
者
の
中

か
ら
10
組
20
人
に
、
い
わ

き
市
立
美
術
館
様
（
い
わ

き
市
平
）
提
供
の
企
画
展

「
松
本
竣
介
《
街
》
と
昭

和
モ
ダ
ン
」
入
場
券
を
プ

レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。
会
期

は
４
月
23
日
か
ら
６
月
12

日
で
す
。
糖
業
協
会
と
大

川
美
術
館
の
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
か
ら
、
選
り
す
ぐ
り
の

優
品
を
集
め
た
「
昭
和
モ

ダ
ン
」
を
テ
ー
マ
に
し
た

展
覧
会
で
す
。
戦
争
と
平

和
の
激
動
の
「
昭
和
」
の

3
月
号
の

　
　
当
選
者

柴
崎
文
江
さ
ん
（
常
磐
）

阿
部
年
次
さ
ん（
小
名
浜
）

稲
澤
七
重
さ
ん
（
常
磐
）

遠
藤
千
恵
美
さ
ん（
小
島
）

髙
橋
政
雄
さ
ん
（
常
磐
）

佐
藤
千
江
さ
ん（
中
央
台
）

佐
藤
幸
江
さ
ん
（
平
）
星

野
恵
美
子
さ
ん
（
常
磐
）

大
須
賀
幸
恵
さ
ん
（
平
）

森
田
三
知
子
さ
ん（
常
磐
）

時
代
を
、
清
新
な
イ
メ
ー

ジ
を
求
め
た
「
モ
ダ
ン
」

の
視
点
か
ら
、
松
本
竣
介

「
街
」
を
起
点
に
多
彩
な

絵
画
に
よ
っ
て
た
ど
り
ま

す
。

  

希
望
者
は
、
は
が
き
に

①
ク
イ
ズ
の
答
え
②
新
社

会
人
、
新
入
生
へ
の
エ
ー

ル
、
ア
ド
バ
イ
ス
を
。

③
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏

名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を

明
記
し
、
４
月
８
日
ま
で
、

編
集
室
（
下
記
参
照
）
へ

ご
応
募
く
だ
さ
い
。

ʮদຊॡհʬ֗ʭͱত࿨Ϟμϯʯೖ৔݊

ΫΠζˍϓϨθϯτ
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ペア

プ
レ
ゼ
ン
ト
は
こ
ち
ら
の
入
場
券




